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第39号 

第39号（1） 平成20年12月1日（月） 学園創立75周年

聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

大
学
一
号
館
の
改
築
工
事
に

伴
い
、
移
築
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
茶
室
「
和
香
庵
」
が
装

い
を
新
た
に
新
一
号
館
五
階
に

完
成
し
、
施
設
全
体
が
「
聖
徳

堂
」、
新
た
に
付
設
さ
れ
た
作
法

室
が
「
楽
修
軒
」
と
そ
の
名
称

も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。「
聖
徳

堂
」、「
楽
修
軒
」
の
名
称
は
、
昭

和
五
十
七
年
に
「
和
香
庵
」
と

命
名
し
て
い
た
だ
い
た
茶
道
裏

千
家
第
十
五
代
家
元
鵬
雲
斎
玄

室
大
宗
匠
に
今
回
も
命
名
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
月
七
日（
火
）に
行
わ
れ
た

「
茶
席
披
き
」に
は
、
茶
道
裏
千
家

第
十
五
代
家
元
鵬
雲
斎
玄
室
大

宗
匠
を
お
招
き
し
、
京
都
の
名

匠
山
本
隆
章
棟
梁
、
川
並
弘
昭

理
事
長
・
学
園
長
、
川
並
弘
純

副
理
事
長
・
副
学
園
長
を
は
じ

め
、
学
園
関
係
の
大
勢
の
方
々
に

ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
よ
り
新
一
号
館

五
階
の
「
聖
徳
堂
」
入
口
に
お

い
て
、
鵬
雲
斎
玄
室
大
宗
匠
、

川
並
弘
昭
理
事
長
、
川
並
知
子

園
長
に
よ
り
扁
額
「
聖
徳
堂
」

の
除
幕
式
、
続
い
て
「
楽
修
軒
」

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
滞
り
な
く

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
楽

修
軒
」
で
行
わ
れ
た
お
茶
会
は
、

大
宗
匠
よ
り
「
本
日

は
、
大
変
お
め
で
た

い
お
席
で
す
の
で
、

私
が
初
点
て
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
」
と

の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
、
大
宗
匠
の
お

点
前
に
よ
る
初
点

て
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
茶
会
で
は
、

大
宗
匠
が
自
ら
制

作
さ
れ
「
養
心
」
と

命
名
さ
れ
た
茶
杓

の
説
明
や
、
当
日
の

お
茶
席
の
ス
タ
イ

ル
で
あ
る
立
礼
式

（
椅
子
式
）は
第
十
一
代
家
元
が

考
案
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
丁
寧

に
ご
説
明
下
さ
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
お
茶
を
運
ぶ
係
と
し

て
参
加
し
た
附
属
高
校
茶
道
部

の
生
徒
に
も
、
直
接
作
法
を
ご

指
導
下
さ
る
な
ど
大
変
和
や
か

に
進
め
ら
れ
、「
茶
席
披
き
」
の

お
祝
い
に
相
応
し
い
お
茶
会
と

な
り
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
創
立
七
十
五
周
年

を
記
念
し
て
、
九
月
二
十
八
日

（
日
）サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ

ー
ル
に
て
、
聖
徳
大
学
音
楽
学

部
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
は
音
楽
学
部

が
開
設
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、

学
部
を
上
げ
て
オ
ペ
ラ
公
演
の

成
功
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

当
日
は
、
学
園
長
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
、
後
援
会
の
皆

様
、各
学
部
・
各
学
科
の
諸
先
生

方
、
学
園
各
校
の
諸
先
生
方
と

聖
徳
学
園
に
関
係
す
る
た
く
さ

ん
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

開
演
前
よ
り
ホ
ー
ル
前
広
場

は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
溢
れ
、

ロ
ビ
ー
で
は
先
生
方
と
卒
業
生

の
に
わ
か
な
同
窓
会
も
開
か
れ

て
お
り
ま
し
た
。

「
魔
笛
」
は
、
高
橋
大
海
学
部

長
の
指
揮
の
も
と
、
聖
徳
大
学

川
並
記
念
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
に
よ
る

序
曲
で
開
幕
し
、
歌

手
陣
は
そ
れ
ぞ
れ
に

素
晴
ら
し
い
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
導
か
れ
最

高
の
演
奏
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

出
演
の
歌
手
陣
は
聖

徳
大
学
教
員
、
大
学

院
生
で
あ
り
、
日
本

を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ

歌
手
と
し
て
新
国
立

劇
場
や
オ
ペ
ラ
団
体

で
活
躍
さ
れ
て
い
る

実
力
者
揃
い
で
す
。

ド
イ
ツ
語
の
台
詞

上
演
で
し
た
が
、
お

客
様
も
理
解
さ
れ
コ
ミ
カ
ル
な

場
面
で
は
笑
い
が
出
る
な
ど
暖

か
い
雰
囲
気
で
舞
台
は
進
み
ま

し
た
。
一
幕
、
二
幕
そ
し
て
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
演
奏
学
科
声

楽
コ
ー
ス
学
生
の
合
唱
が
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
ソ
リ
ス
ト
に
加
わ

り
、
荘
厳
な
中
に
オ
ペ
ラ
の
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
は
お
客

様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
拍
手
と

ブ
ラ
ヴ
ォ
ー
の
声
を
い
た
だ
き
、

オ
ペ
ラ
が
大
成
功
に
終
わ

っ
た
こ
と
を
確
信
で
き
ま

し
た
。

ホ
ー
ル
側
か
ら
も
素
晴

ら
し
い
演
奏
と
演
出
で
今

後
の
参
考
に
し
た
い
と
の

お
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
出
演
し
た
学
生
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
も
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
舞

台
裏
で
も
聖
徳
魂
は
発
揮

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

せ
い

と
く

ど
う

が
く

し
ゅ
う

け
ん

せ
い

と
く

ど
う

が
く

し
ゅ
う

け
ん

ほ
う

う
ん

さ
い

げ
ん

し
つ

だ
い

そ
う

し
ょ
う

は
つ

だ

り
ゅ
う

れ
い

し
き

聖徳学園創立7 5周年記念事業

教職大学院
聖徳大学大学院教職研究科教職実践専攻（教職大学院）では、幼児に特化し、日本
で唯一となる「幼児教育コース」と、児童に特化した「児童教育コース」の２コース
を開設します。「保育の聖徳○Ｒ」として保育・幼児教育・初等教育分野で培ってきた
創立以来の伝統を生かし、実践的かつ専門性の高い学習を提供します。また、現職
教員が勤務と両立させて、無理なく学習に取り組めるよう、授業を昼・夜開講とし、
同時に長期履修学生制度（３年または４年）も用意しています。

●子どもと地域に根ざした「幼児教育」と「児童教育」の実践的力量を持った教育者を育成

●生徒指導と学級経営・学校経営を軸とした実践的な研究領域

●理論と実践、授業＋実習で実践的な知識を身につける

2009年4月
新設 教職大学院

教職研究科教職実践専攻幼児教育コース・児童教育コース 入学定員：30名（共学）

2009年

4月新設スタート！教職大学院
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聖徳学園創立75周年記念事業

聖徳大学音楽学部オペラ
「魔笛」公演を終えて

（サントリーホール大ホール）

お問い合わせ先：入学センター
0120-66-5531

茶道裏千家第15代家元 鵬雲斎玄室大宗匠

・聖徳学園創立75周年記念事業
和香庵茶席披き

・2009年4月新設
教職大学院スタート！

・聖徳学園創立75周年記念講演
特別講演会「源氏物語千年紀に思う」

冷泉貴実子先生
・人間栄養学研究科

「給食くん」大人気！！
・学園創立75周年記念 第44回聖徳祭

聖徳大学・聖徳大学短期大学部
・聖徳にこにこまつり 幼児教育専門学校
・第43回マーチングバンド・バトントワーリング関東大会
4年ぶり、待望の出場 附属中学校・高等学校

・昭和の時代を体験
4年生社会科見学 附属小学校

・クリスマス会は本当のサンタクロース？！
三田幼稚園

・平成２０年度 冬期SOA公開講座のご案内

I N D E X
学園────────── 1～2
大学院・大学・短大───2～4
幼児教育専門学校──── 5
附属中・高 ───────2・5
聖徳中・高 ──────── 5
小学校 ────────── 6
幼稚園 ──────── 6～7
インフォメーション ──── 8

わ

こ
う

あ
ん



第39号 （2）学園創立75周年　平成20年12月1日（月）

十
月
二
十

二
日（
水
）午

後
二
時
〜
三

時
半
ま
で
、

浜
離
宮
朝
日

ホ
ー
ル
に
て

「
源
氏
物
語

千
年
紀
に
思

う
」
と
題
し

て
、
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫

常
務
理
事
の

冷
泉
貴
実
子

先
生
に
ご
講

演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
特
別
講
演
会

は
、
聖
徳
学
園
創
立

七
十
五
周
年
を
記
念

し
て
、
源
氏
物
語
千

年
紀
委
員
会
及
び
朝

日
新
聞
社
の
後
援
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
源
氏
物
語
千

年
紀
に
当
た
り
、
講

演
会
の
聴
講
申
込
は
、

募
集
開
始
後
直
ち
に

定
員（
四
百
名
）に
達
し
、
後
半

に
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
聴
講

を
お
断
り
す
る
事
態
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
で
し
た
。

当
日
は
、
開
館
前
か
ら
多
く

の
聴
講
者
が
列
を
つ
く
り
、
会

場
は
源
氏
物
語
愛
好
家
の
熱
気

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

川
並
弘
昭
理
事
長
の
学
園
創

立
七
十
五
周
年
に
つ
い
て
の
挨

拶
の
後
、
冷
泉
先
生
の
招
聘
に

当
た
っ
た
本
学
言
語
文
化
研
究

所
長
の
山
口
博
先
生
に
よ
る
講

演
者
紹
介
が
あ
り
、
ご
講
演
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ご
講
演
は
、

源
氏
物
語
の
内
容
や
紫
式
部
の

逸
話
だ
け
で
は
な
く
、
平
安
時

代
の
歴
史
や
風
俗
、
そ
し
て
中

国
と
日
本
の
関
係
に
も
触
れ
、

源
氏
物
語
愛
好
家
は
も
ち
ろ
ん

初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
内

容
で
し
た
。
聴
講
者
は
冷
泉
先

生
の
風
格
・
話
術
に
魅
せ
ら
れ
、

笑
い
声
が
絶
え
ず
、
源
氏
物
語

の
勉
強
に
も
な
り
、
和
や
か
な

気
持
ち
に
も
な
る
、
有
意
義
な

特
別
講
演
会
で
し
た
。

最
後
に
司
会
を
務
め
た
日
本

文
化
学
科
長
の
林
典
史
先
生
か

ら「
源
氏
物
語
は
こ
れ
か
ら
千

年
後
も
語
り
継
が
れ
ま
す
。
私

達
は
二
千
年
紀
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
が
、
学
園
は
こ
れ
か
ら

も
よ
り
発
展
し
て
い
き
ま
す
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
学
生
に
よ

る
花
束
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
重
要
文
化

財
指
定
の
源
氏
物
語
写
本
の
複

製
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
聴
講

者
は
講
演
終
了
後
に
閲
覧
し
、

展
示
物
に
つ
い
て
の
質
問
を
山

口
先
生
や
図
書
館
関
係
者
に
寄

せ
る
な
ど
、
講
演
会
は
盛
況
の

中
で
終
了
し
ま
し
た
。

特別講演会

冷泉 貴実子 先生

「源氏物語千年紀に思う」

聖徳学園創立7 5周年記念講演

山口博先生

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

群
馬
大
会
書
道
部
門
は
八
月
八

日（
金
）か
ら
九
日（
土
）に
か
け

て
群
馬
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
と
前

橋
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は
平
成
十
九
年
度

十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
千
葉
県

高
等
学
校
文
化
祭
書
道
作
品
展

に
お
い
て
千
葉
県
代
表
に
選
出

さ
れ
、
そ
の
後
全
国
総
合
文
化

祭
群
馬
大
会
に
向
け
、
八
尺
×

三
尺
の
大
作
に
隷
書
作
品
で
挑

ん
で
き
ま
し
た
。

作
品
制
作
の
構
想
は
昨
年
十

二
月
よ
り
開
始
し
、
二
月
〜
三

月
に
か
け
て
草
案
作
り
、
そ
の
後

清
書
に
入
り
、
四
月
に
千
葉
県

高
等
学
校
文
化
連
盟
に
提
出
、

表
装
業
者
に
よ
る
作
品
の
表
装

作
業
・
作
品
写
真
の
撮
影
の
後
、

六
月
下
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
高
校
入
学
前

か
ら
臨
書
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
、
後
漢
時
代
の
「
曹
全
碑
」

の
書
風
に
よ
る
「
赤
壁
賦
」
の

詩
文
を
細
字
で
書
き
上
げ
た
隷

書
の
大
作
で
す
。
表
現
意
図
は

整
然
と
し
た
構
成
の
中
に
曹
全

碑
の
書
風
を
組
み
入
れ
、
江
戸

時
代
の
能
書
家
の
巻
菱
湖
の
表

現
を
追
っ
た
も
の
で
す
。

展
示
会
場
で
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
多
く
の
高
校
生
の
作
品

の
中
で
も
、
緻
密
な
労
作
と
丹

念
な
仕
上
が
り
ぶ
り
に
観
覧
の

人
々
の
注
目
を
集
め
、
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
全
国
総
合
文
化
祭
の
会

期
中
に
開
催
さ
れ
た
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
生
徒
同
士
の
「
高
校

生
の
集
い
＝
交
流
会
」
で
は
、

群
馬
県
特
産
の
高
崎
だ
る
ま
に

自
分
の
目
標
を
書
で
表
現
す
る

活
動
や
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ

大
い
に
充
実
し
た
書
活
動
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
作
品
は
、
こ
の

秋
の
千
葉
県
高
等
学
校
文
化
祭

期
間
中
に
千
葉
県
美
術
館
に
二

週
間
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

各都道府県代表生徒との交流会

秋
は
、
香
和
会
の
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
の
季
節
で
す
。
全
国
七
支

部
が
、
九
月
〜
十
二
月
ま
で
の

約
四
ヶ
月
間
に
、九
月
七
日（
日
）

札
幌﹇
北
海
道
・
東
北
支
部
﹈、
九

月
十
四
日（
日
）長
岡﹇
北
陸
・
上

信
越
支
部
﹈、
九
月
二
十
一
日

（
日
）甲
府﹇
甲
州
・
中
部
・
東
海

支
部
﹈、
十
月
十
二
日（
日
）聖
徳

大
学
―
松
戸﹇
南
関
東
支
部
﹈、

十
月
二
十
五
日（
土
）那
覇﹇
九

州
・
沖
縄
支
部
﹈、
十
二
月
六
日

（
土
）京
都﹇
近
畿
・
中
国
・
四
国

支
部
﹈、
十
二
月
十
四
日（
日
）さ

い
た
ま
市﹇
北
関
東
支
部
﹈と
支

部
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

今
年
の
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
九
月

六
日（
土
）札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
、
北
海
道
・
東

北
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー﹇
石
川
優
子

支
部
長
﹈
は
、
北
海
道
で
二
回

目
の
も
の
で
、
川
並
弘
昭
学
長
、

川
並
弘
純
副
理
事
長
、
川
並
孝

純
事
務
局
長
、
長
江
曜
子
会
長
、

飯
塚
幸
子
相
談
役
も
東
京
か
ら

駆
け
つ
け
、
中
学
生
一
名
を
含

め
十
八
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

笑
顔
一
杯
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
あ
い
、「
未
来
を
咲
か
せ

る
チ
カ
ラ
」（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）を
鑑
賞
、

七
十
五
周
年
の
歴
史
と
共
に
発

展
す
る
二
十
一
世
紀
の〝
聖
徳

大
学
・
短
大
〞の
姿
に
同
窓
生

が
、口
々
に
驚
き
と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。
北
海
道
は
、
音

楽
科
の
卒
業
生
の
活
躍
が
特
に

目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

九
月
十
四
日（
日
）の
長
岡
で

の
後
援
会
と
同
時
開
催
の
北

陸
・
上
信
越
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー

﹇
横
山
ち
づ
る
支
部
長
﹈
で
は
、

「
新
一
号
館
」と「
ラ
ン
キ
ン
グ
で

み
る
！
聖
徳
大
学
」を
映
像
で
、

分
か
り
や
す
く〝
聖
徳
の
今
〞を
、

卒
業
生
に
知
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
二
回
生
小
柴
幸
子
さ
ん

の
「
中
国
の
旅
」（
ミ
ニ
講
演
）や

川
並
弘
昭
学
長
、
川
並
弘
純
副

理
事
長
、
川
並
孝
純
事
務
局
長
、

鬼
島
学
長
特
別
補
佐
、
児
玉
先

生
、
海
野
先
生
、
佐
々
木
先
生
、

川
野
先
生
等
、
多
く
の
先
生
方

と
卒
業
生
が
直
接
触
れ
合
っ

た
、
笑
顔
一
杯
の
会
で
し
た
。

十
二
月
十
四
日（
日
）の
北
関
東

支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
﹇
中
川
庸
子

支
部
長
﹈
ま
で
、
全
国
を
回
り

ま
す
が
、
聖
徳
の
絆
、
和
の
精

神
と
、〝
温
か
さ
〞
が
正
に
宝
物

だ
と
思
い
ま
す
。
元
気
一
杯
、

続
け
て
い
ま
す
。

秋
た
け
な
わ
、
香
和
会
の

支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
の
季
節
で
す
！

9月14日（日） 長岡 ［北陸・上信越支部パーティー］

香
和
会

大
学
・
短
大
同
窓
会

本
年
は
、
本
学
園
が
創
立
さ

れ
て
七
十
五
周
年
で
あ
り
、ま
た
、

「
源
氏
物
語
」
が
記
録
さ
れ
て
千

年
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
記
念
し
特
別
展
覧
会

「
源
氏
物
語
千
年
紀
―
王
朝
文

化
の
世
界
―
」
展
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

紫
式
部
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ

た
「
源
氏
物
語
」
は
、
平
安
時
代

前
・
中
期
の
宮
廷
生
活
、
世
相
を

描
写
し
た
五
十
四
帖
か
ら
な

る
、
世
界
最
古
の
長
編
小
説
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
完
成

年
は
不
明
で
す
が
、「
紫
式
部
日

記
」
の
寛
弘
五（
一
〇
〇
八
）年

十
一
月
一
日
の
条
に
は
、「
若
紫
」

「
源
氏
」
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の

頃
に
は
、
す
で
に
物
語
が
読
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

本
特
別
展
の
展
示
内
容
は
、

「
源
氏
物
語
」（
鎌
倉
時
代
写
本

重
文
）、「
源
氏
物
語
古
註
」（
鎌

倉
時
代
）、「
光
源
氏
系
図
」（
室

町
時
代
）、
近
世
の
大
名
家
の
嫁

入
本
と
い
わ
れ
る
写
本
や
「
源

氏
物
語
」
が
広
く
読
ま
れ
る
元

と
な
っ
た
版
本
類
な
ど
二
十
四

件
の
資
料
を
展
示
し
て
、
は
な

や
か
な
王
朝
文
化
の
一
端
を
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。

本
特
別
展
は
、
本
学
で
の
開

催
に
先
が
け
て
、
新
宿
紀
伊
國

屋
本
店
四
階
の
紀
伊
國
屋
画
廊

で
十
月
九
日（
木
）〜
十
月
十
四

日（
火
）ま
で
公
開
い
た
し
ま
し

た
。
新
宿
と
い
う
土
地
柄
も
あ

り
、
年
配
者
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
若
者
が
見
学
に
訪
れ
て
、

好
評
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
聖
徳
大
学
ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
十

二
月
二
十
日（
土
）ま
で
、「
源
氏

物
語
千
年
紀
―
王
朝
文
化
の

世
界
―
」
展
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

源
氏
物
語
千
年
紀

―
王
朝
文
化
の
世
界
―

聖
徳
学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念
特
別
展
覧
会

「源氏物語」奈良絵本

「源氏物語」嫁入本　江戸時代中期

冷泉貴実子先生

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

群
馬
大
会
書
道
部
門

千
葉
県
代
表
出
場

６
Ａ
山
田
千
穂
さ
ん（
附
属
中
学
校
出
身
）

作品前での山田さんと、激励に前橋市の群馬県県庁県民ホール
に来館いただいた川並校長

ti3385
取り消し線

ti3385
置換するテキスト
ランキング
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通
信
教
育
部
で
は
十
月
十
八

日（
土
）、
十
九
日（
日
）に
社
会

福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続

き
二
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す

が
、
今
年
度
も
二
日
間
で
計
十

四
コ
マ
と
集
中
的
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
も
通
学
課
程
の
卒
業

生
六
名
を
含
め
て
、
昨
年
度
と

ほ
ぼ
同
数
の
七
十
八
名
と
な
り

ま
し
た
。

ど
の
学
生
も
国
家
試
験
に
向

け
て
真
剣
に
講
義
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
対

策
講
座
で
す
が
、
昨
年
度
の
通

信
教
育
課
程
の
学
生
の
国
家

試
験
の
合
格
者
は
三
十
五
名
で

合
格
率
は
四
十
八
・
六
％
と
な

り
ま
し
た
。

全
国
の
平
均
は
三
十
・
六
％

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
通
信

教
育
課
程
の
大
学
の
中
で
は

九
校
中
二
番
目
の
高
い
合
格

率
と
な
り
ま
し
た
。
早
速
良
い

成
果
が
表
れ
た
の
で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
学
生

が
合
格
で
き
る
よ
う
先
生
方

と
協
力
し
な
が
ら
、
事
務
職
員

か
ら
も
企
画
を
た
て
、
手
助
け

を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
人
間
栄
養
学
研
究
科

の
博
士
前
期
課
程
一
年
に
在
籍

す
る
諸
橋
智
之
さ
ん
は
、
市
川

市
立
大
洲
小
学
校
に
管
理
栄
養

士
と
し
て
勤
務
す
る
社
会
人
で

す
。
諸
橋
さ
ん
は
食
の
安
全
・
安

心
に
関
心
を
持
ち
、
学
校
給
食

の
レ
シ
ピ
や
、
使
わ
れ
る
材
料

の
製
造
情
報
を
、
児
童
や
保
護

者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
研
究
テ
ー
マ
に
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
二
〇
〇
八
年

十
月
二
十
日（
月
）か
ら
、
諸
橋

さ
ん
の
立
ち
上
げ
た
シ
ス
テ
ム

「
給
食
く
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
給
食
く
ん
」
は
表
面
の
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
を
操
作
す
る
こ
と
で
、

当
日
の
給
食
の
産
地
、
製
造
メ
ー

カ
ー
、
栄
養
素
、
保
存
方
法
そ
し

て
レ
シ
ピ
な
ど
が
表
示
・
印
刷
で

き
ま
す
。
ま
た
過
去
の
レ
シ
ピ

も
参
照
可
能
で
す
。（
図
１
）

児
童
か
ら
の
反
響
は
上
々
で
、

休
み
時
間
や
放
課
後
は
常
に
行

列
が
で
き
て
い
ま
す
。「
家
で
お

母
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
い
た
い

か
ら
印
刷
し
た
」「
さ
っ
そ
く
焼

肉
サ
ラ
ダ
を
作
っ
て
も
ら
っ
た

よ
。
お
い
し
か
っ
た
」「
今
度
、

松
風
焼
き
を
作
っ
て
も
ら
う
ん

だ
」
の
声
だ
け
で
な
く
、「
お
い

し
か
っ
た
給
食
の
レ
シ
ピ
を
持

っ
て
き
て
と
、
お
母
さ
ん
に
言

わ
れ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
、

保
護
者
か
ら
の
要
望
に
も
応
え

て
い
ま
す
。

現
在
は
産
地
偽
装
等
の
食
の

安
全
・
安
心
が
課
題
と
な
り
、
文

部
科
学
省
は
、
学
校
給
食
に
つ

い
て
「
食
に
関
す
る
指
導
の
生

き
た
教
材
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
食
品
の
組
合
せ
、
調
理
方

法
等
を
工
夫
す
る
こ
と
」
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

第
四
十
六
回
全
国
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
総
合
文
化
デ
ザ
イ
ン
ブ

ラ
ン
チ
の
沖
宗
沙
織
さ
ん
が
見

事
、
奨
励
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
回
を
重

ね
る
ご
と
に
応
募
者
と
レ
ベ
ル

の
向
上
が
見
ら
れ
、
今
回
の
応
募

総
数
は
約
二
千
点
で
す
。
特
に

デ
ザ
イ
ン
画（
一
般

の
部
）の
入
選
者
は

約
二
十
名
以
下
の
狭

き
門
で
し
た
。

今
回
入
選
し
た
沖
宗
沙
織
さ

ん
は
、
総
合
文
化
学
科
の
一
年

生
で
、
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
で
す

が
、
選
択
科
目
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
画
の
授
業
を
受
け
て

い
ま
す
。
授
業
で
は
毎
年
全
国

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
に
向
け
た
課
題
を
作
成

し
て
お
り
、
総
合
文
化
学
科
と

去
る
七
月
二
十
日（
日
）に
、

附
属
高
等
学
校
食
堂
で
一
期
生

か
ら
三
期
生
ま
で
の
合
同
同
窓

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
期
生

は
五
十
一
名
、
二
期
生
は
四
十

六
名
、
三
期
生
は
五
十
名
の
合

計
百
四
十
七
名
の
卒
業
生
に
加

え
て
、
先
生
方
二
十
五
名
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
総
勢
百
七
十

二
名
が
集
い
ま
し
た
。（
お
子
様

を
加
え
る
と
二
百
名
に
な
り
ま

し
た
）

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
初
め

て
母
校
に
来
た
人
、
自
分
の
お
子

様
を
母
校
の
附
属
中
学
校
・
高

等
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
人
も

お
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ

ン
と
し
て
第
一
線
で
働
い
て
い

る
人
、
主
婦
と
し
て
子
育
て
中
の

人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
こ
の

時
ば
か
り
は
気
分
は
高
校
生
で

す
。
な
つ
か
し
い
思
い
出
話
が

尽
き
る
こ
と
は
な
く
、
会
が
終

わ
っ
た
後
も
ず
っ
と
学
校
に
残

っ
て
い
た
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

十
年
前
に
一
期
生
の
同
窓
会

を
行
っ
て
以
来
、
大
規
模
な
同

窓
会
は
久
し
ぶ
り
で
し
た
が
、

今
後
も
定
期
的
に
同
窓
会
を
し

よ
う
と
い
う
話
が
出
て
い
ま

す
。
次
回
の
実
施
は
ま
だ
未
定

で
す
が
、
ま
た
多
く
の
卒
業
生

が
母
校
に
集
い
、
思
い
出
に
残

る
会
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

一
期
生
〜
三
期
生

合
同
同
窓
会

「

給
食
く
ん
」

大
人
気
！！

今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
、冬
本
番
！
そ
し
て
、い
よ

い
よ
大
学
入
試
本
番
！
と
い

う
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

本
学
で
は
、大
学
・
短
大
共
に
、

年
明
け
一
月
下
旬
よ
り
一
般
入

試
を
実
施
し
ま
す
が
、
直
前
の

こ
の
時
期
、
受
験
生
の
皆
さ
ん

は
、
目
前
に
迫
る
入
試
に
つ
い

て
、
多
く
の
不
安
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
受
験
生
の
焦
り
や
不

安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
べ
く
、

入
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
二
月

二
十
一
日（
日
）に
年
内
最
後
の

入
学
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

広
く
大
学
の
学
び
や
施
設
を

ご
案
内
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
と
は
違
い
、
個
別
の

相
談
を
中
心
に
、
専
門
の
職
員

が
じ
っ
く
り
、
と
こ
と
ん
疑
問
・

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

こ
の
時
期
の
勉
強
の
仕
方
か

ら
試
験
当
日
・
面
接
で
の
注
意

点
ま
で
、
受
験
生
が
少
し
で
も

合
格
に
近
づ
け
る
よ
う
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
の
で
、
願
書
出
願

前
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
特
典

と
し
て
、
も
れ
な
く
入
試
過
去

問
題
集
「
赤
本
」
を
差
し
上
げ

ま
す
。

入
学
セ
ン
タ
ー
一
同
、
受
験

生
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

入
学
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
士
国
家
試
験

対
策
講
座
を
実
施

通
信
教
育
部

爽
和
会

附
属
中
高
同
窓
会

人
間
栄
養
学
研
究
科

入選のデザイン画

永田忠博先生 諸橋智之さん

（図1）表示画面の例
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（入退場自由）

場所　聖徳大学
松戸キャンパス

入学相談会

上
手
に
使
え
ば
、
給
食
情
報
を

家
庭
で
も
利
用
で
き
、
そ
れ
を

継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
の

安
全
や
生
産
者
の
知
識
が
自
然

に
身
に
つ
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
つ
く
ば

市
の
食
品
総
合
研
究
所
で
開
発

さ
れ
た
も
の
で
、
保
育
園
で
は

使
用
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
小

学
校
へ
の
導
入
は
初
の
試
み
で

す
。「
給
食
君
」
を
さ
ら
に
使
い

や
す
い
も
の
に
し
て
、
利
用
で

き
る
給
食
施
設
が
広
が
る
よ
う

に
、
食
品
総
合
研
究
所
と
聖
徳

大
学
で
は
、
今
後
も
共
同
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
四
十
六
回

全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

奨
励
賞
（
一
般
の
部
）
入
選

総
合
文
化
学
科

し
て
は
、

今
年
を
含

め
て
四
年

連
続
で
入

選
す
る
と

い
う
快
挙

を
成
し
遂

げ
て
お
り

ま
す
。

入選した沖宗沙織さん

沖
宗
さ
ん
は
、
今
回
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の
先
住
民
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
画
を
作
成

し
ま
し
た
。

今
回
入
選
し
た
事
に
よ
り
、

段
々
と
デ
ザ
イ
ン
に
自
信
を
持

ち
、将
来
は「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
デ

ザ
イ
ナ
ー
等
の
デ
ザ
イ
ン
に
か

か
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

本
学
大
学
院
人
間
栄
養
学
研
究
科
に
在
籍
す
る
大
学
院
生
の
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
「
給
食
く
ん
」
が
、「
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
で
き
る
」
と
、

大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画

の
授
業
で
は
毎
回
テ
ー
マ
を
自

由
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
発
想
の
基
と
な
る
イ
メ
ー

ジ
ソ
ー
ス
を
見
つ
け
出
し
、
そ

こ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
今
回
の
課
題
は

自
身
の
想
像
力
と
感
性
を
磨

き
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
挑
戦
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
授
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

（
授
業
を
担
当
す
る

肉
丸
美
香
子
先
生
よ
り
）

製
作
中
に
は
、
特
に
考
え

な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
感
性
を
大

切
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
中
に
は
で

き
る
だ
け
筆
を
キ
ャ
ン
バ
ス

か
ら
離
さ
ず
に
、
筆
に
ま
か

せ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
事
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

（
沖
宗
沙
織
さ
ん
よ
り
）
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第
四
十
四
回
保
育
表
現
研
究

発
表
会
が
十
月
四
日（
土
）に
行

わ
れ
ま
し
た
。
児
童
学
科
・
保
育

科
二
年
生
を
中
心
と
し
た
発
表

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
無
事
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
表
会
当
日
は
、
保
護
者
・
先
生

方
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
お

客
様
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、

熱
い
拍
手
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
二
年
生
の
演
技
者
も

本
番
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

は
ね
の
け
て
、
各
自
が
思
い
思

い
の
演
技
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
一
人
ひ

と
り
の
演
技
に
対
す
る
情
熱
と

練
習
が
十
分
に
生
か
さ
れ
、
普

段
の
学
習
で
は
体
験
し
た
り
、

学
ん
だ
り
で
き
な
い
こ
と
を
大

い
に
吸
収
で
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

ク
ラ
ス
内
で
の
討
論
・

議
論
・
厳
し
い
練
習
を
こ

な
し
て
い
く
過
程
で
、
ひ

と
つ
の
芸
術
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
く
大
変
さ

や
共
同
作
業
の
大
切
さ

を
学
生
た
ち
も
感
じ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
学
生
た
ち
は
社

会
の
中
で
い
く
つ
も
の

困
難
な
場
面
に
遭
遇
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を

終
え
て

第
四
十
四
回

〜
音
楽
の
故
郷
を
訪
ね
て
〜

海
外
研
修
よ
り

賀
川
寛
子
さ
ん

音
楽
文
化
学
科

三
年
Ｂ
ク
ラ
ス

私
に
と
っ
て
海
外
研
修
は
初
め

て
の
経
験
で
あ
り
、
期
待
と
不
安

が
入
り
混
じ
っ
た
研
修
で
し
た
。

パ
リ
は
街
そ
の
も
の
が
芸
術
的

で
至
る
所
に
古
く
か
ら
あ
る
建
造

物
が
残
さ
れ
、
街
を
歩
く
だ
け
で

美
術
館
に
行
っ
た
よ
う
で
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺

院
や
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で
は
一
日

で
は
と
て
も
回
り
き
れ
な
い
程
の

芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
普

通
の
旅
行
で
は
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

各
国
で
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
に
関
わ
る
宮
殿
を
見
学
し
ま
し

た
。
パ
リ
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

は
入
口
の
門
に
金
箔
が
使
わ
れ
て

い
る
な
ど
室
内
も
絢
爛
豪
華
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ウ
ィ
ー
ン

の
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
は
洗
練

さ
れ
た
美
し
さ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
も
敷
地
が
広
大
で
、

噴
水
や
庭
園
が
あ
り
、
実
際
に
人

が
住
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑

っ
て
し
ま
う
程
で
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
、
音
楽
の
都
に
ふ

さ
わ
し
く
、
今
後
の
音
楽
学
習
に

良
い
影
響
を
も
た
ら
す
経
験
を
沢

山
し
ま
し
た
。
街
に
は
著
名
な
音

楽
家
に
ま
つ
わ
る
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
の

音
楽
家
が
実
際
に
住
ん
で
い
た
家

や
散
歩
道
な
ど
ゆ
か
り
の
あ
る
所

を
見
学
し
ま
し
た
。
当
時
と
は
時

代
が
違
い
、
街
並
み
や
人
々
も
異

な
り
ま
す
が
、
窓
か
ら
見
え
る
景

色
や
散
歩
道
を
歩
く
事
で
、
音
楽

家
た
ち
と
同
じ
空
気
を
感
じ
取
れ

ま
し
た
。
作
曲
し
た
時
代
背
景
な

ど
を
書
籍
な
ど
で
読
む
だ
け
で
は

な
か
な
か
理
解
し
き
れ
な
い
事

が
、
実
際
に
目
で
見
て
、
色
々
な

事
を
感
じ
る
事
で
、
曲
に
対
す
る

見
解
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
教
会
の
ミ
サ
で

は
、
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
の
上

の
階
か
ら
の
歌
声
が
教
会
内
に
響

き
、
ま
る
で
天
か
ら
歌
声
が
ふ
り

そ
そ
い
で
く
る
よ
う
で
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン

大
学
の
教
授
で
あ
る
ト
イ
フ
ル
マ

イ
ヤ
ー
先
生
の
特
別
講
義
で
は
、

ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
に
つ
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
と
実
技
を
交
え
て
講
義
頂

き
ま
し
た
。ま
た
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌

劇
場
で
の
オ
ペ
ラ「
シ
モ
ン・
ボ
ッ
カ

ネ
グ
ラ
」
鑑
賞
は
出
演
者
の
迫
力

を
直
に
感
じ
、
他
の
オ
ペ
ラ
で
は

物
足
り
な
く
感
じ
る
程
で
し
た
。

ま
た
、
毎
年
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
が

行
う
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
使
わ
れ
る
楽
友
協
会
の
「
黄
金

の
ホ
ー
ル
」
も
見
学
で
き
た
事
も

感
動
し
ま
し
た
。

こ
の
十
一
日
間
の
研
修
旅
行

は
、
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

し
た
が
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た

経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
是
非
も
う
一
度
訪
れ
て
み
た

い
で
す
。
こ
の
感
動
と
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
音
楽
に
生
か
し
て
い
け

る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

十
月
三
十
一
日（
金
）十
二
時

よ
り
、
松
戸
地
区
で
、
震
度
六
の

地
震
発
生
を
想
定
し
た
防
災
総

合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
、

学
生
も
参
加
し
た
実
践
的
か
つ

大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

教
職
員
に
は
、
事
前
に
避
難

時
の
学
生
誘
導
や
救
護
の
役
割

分
担
が
決
め
ら
れ
、そ
の
中
に
は
、

負
傷
者
や
担
架
を
担
ぐ
役
も
あ

り
、
本
格
的
な
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

当
日
は
、
パ
チ
パ
チ
広
場
等
各

避
難
場
所
に
学
生
と
教
職
員
の

約
二
千
七
百
名
が
、
ス
ム
ー
ズ

な
誘
導
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
時
間
通

り
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
、
避

難
訓
練
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

避
難
訓
練
の
後
、
消
火
訓
練

も
実
施
さ
れ
、
本
学
自
衛
消
防

隊
の
職
員
が
水
消
火
器
の
使
い

方
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
普

段
、
消
火
器
に
ほ
と
ん
ど
触
る
事

の
無
い
消
防
隊
以
外
の
教
職
員

も
実
演
を
見
事
に
こ
な
し
ま
し
た
。

松
戸
市
中
央
消
防
署
消
防
司

令
阿
部
清
隆
様
か
ら
は
「
こ
の

よ
う
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

は
と
て
も
有
意
義
な
事
で
す
。

し
か
し
本
当
に
地
震
が
発
生
し

た
時
に
は
、
消
防
車
が
す
ぐ
に

駆
け
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い

事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
普
段
か

ら
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

ど
う
行
動
す
る
か
を
意
識
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」、

ま
た
、
川
並
弘
純
副
学
園
長
か

ら
は「
こ
の
よ
う
な
実
践
的
な
訓

練
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
た

事
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
は
、
災
害
発
生

時
も
食
糧
・
電
気
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
て

も
安
全
な
施
設
で
す
。
皆
さ
ん

は
学
園
内
で
安
心
し
て
勉
学
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
」と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
の
訓
練
を
継

続
し
、
よ
り
効
果
的
な
訓
練
と

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

音
楽
文
化
学
科

防
災
総
合
訓
練

教
職
員
・
学
生
に
よ
る

十
一
月
八
日（
土
）、九
日（
日
）

に
行
わ
れ
た
第
四
十
四
回
聖
徳

祭
は
、
時
々
小
雨
の
降
る
曇
り

の
天
気
で
し
た
が
、
学
生
た
ち

の
発
表
は
そ
れ
に
も
負
け
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
、
大

変
活
気
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た

の
手
で
〜It's

tim
e
to
begin!

〜
」
で
す
。
こ
こ
に
は
今
回
の

聖
徳
祭
へ
向
け
た
学
生
た
ち
の

意
気
込
み
が
こ
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
想
い
が
学
園
祭
の
発

表
を
通
じ
て
随
所
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

学
園
祭
二
日
間
を
通
し
て
各

団
体
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

し
て
き
た
成
果
を
思
う
存
分
に

発
揮
し
、
見
学
に
来
ら
れ
た
お

客
様
方
か
ら
熱
い
拍
手
を
送
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学

科
・
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
・
同
好
会

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
や
販

売
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
特

色
が
生
か
さ
れ
、
ご
来
校
い
た

だ
い
た
皆
様
も
興
味
深
く
ご
覧

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
一
日
目
に
行

わ
れ
た
ス
ポ
ン
ジ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
、
学
生
・

教
職
員
と
学
生

の
混
合
と
い
っ

た
様
々
な
形
で

作
ら
れ
た
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
二
日

目
に
は
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
等

の
招
待
試
合
が

行
わ
れ
、
選
手

た
ち
は
思
い
思

い
の
プ
レ
ー
で

試
合
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、

〝
あ
な
た
の
手

で
〞
と
い
う
テ

ー
マ
の
と
お
り
、

こ
の
二
日
間
の
た

め
に
自
主
的
・
意
欲
的
に
準
備

に
取
り
組
み
、
ま
た
ご
来
校
い

た
だ
い
た
皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
学
園
祭
で
得
た
達
成

感
は
、
彼
女
ら
の
学
生
生
活
を

よ
り
有
意
義
な
も
の
に
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

ま
す
が
、
今
回
の
発
表
会
で
見

せ
て
も
ら
っ
た
ひ
た
む
き
な
姿

勢
を
武
器
に
し
て
、
新
し
い
時

代
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

十
月
五
日（
日
）聖
徳
学
園
三

田
幼
稚
園
と
の
合
同
運
動
会
が
、

港
区
立
三
田
中
学
校
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ

て
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
は
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
・
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
・
綱
引
き
等
の
競
技
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
マ
ス

ゲ
ー
ム
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
ち
な
み
、
黄
・
赤
・
青
・
緑
・
黒
色

の
輪
を
使
用
し
ま
し
た
。
体
育
授

業
時
間
以
外
に
も
、
休
み
時
間
や

放
課
後
を
利
用
し
、
積
極
的
に
練

習
し
た
成
果
を
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
と

一
緒
に
踊
っ
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

で
は
、
園
児
の
間
に
入
り
、
声
を

か
け
な
が
ら
笑
顔
で
楽
し
そ
う

に
踊
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
年
生
全
員
が
役
員

と
し
て
も
運
動
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
運
動
会
が
ど
の
よ

う
に
運
営
・
進
行
さ
れ
て
い
る
の

か
を
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
運
動
会
終
了
後
、
多
く
の

学
生
が
「
事
前
準
備
の
大
切
さ
や

効
率
の
良
い
運
営
方
法
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

に
役
立
て
て
い
き
た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
後
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を

生
か
し
、
保
育
現
場
で
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

去
る
十
一
月
八
日（
土
）に
、

第
四
十
三
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

関
東
大
会
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
門
高
等
学
校
の
部
が
、

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
附

属
中
高
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

部
は
四
年
ぶ
り
の
待
望
の
出

場
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

は
関
東
大
会
出
場

を
目
指
し
、
年
度

当
初
か
ら
大
会
曲

を
決
め
、
充
実
し

た
シ
ョ
ー
を
作
り

上
げ
る
べ
く
生
徒

と
ス
タ
ッ
フ
、
ま

た
後
援
会
の
方
々

が
一
致
団
結
し
て

頑
張
り
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

昨
年
ま
で
の
聖
徳

独
特
の
和
風
な
シ

ョ
ー
に
ス
ピ
ー
ド

感
と
力
強
さ
が
加

わ
っ
た
素
晴
ら
し

い
演
奏
が
完
成
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
の
内
容
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
練
習
は

厳
し
く
な
り
、
困
難
を
感
じ
る

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

生
徒
た
ち
の
頑
張
り
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

夏
休
み
も
ほ
ぼ
毎
日
練
習
を

続
け
、
四
日
間
の
き
つ
い
合
宿

を
乗
り
越
え
た
時
に
は
、
生
徒

た
ち
は
ま
る
で
陸
上
部
員
の

よ
う
に
ま
っ
黒
に
日
焼
け
し

て
い
ま
し
た
。

九
月
初
旬
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
で
お
披
露
目
と
な
り

良
い
手
応
え
を
得
て
、
九
月
二

十
一
日（
日
）千
葉
ポ
ー
ト
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
県
大
会

に
於
い
て
見
事
に
金
賞
と
関

東
大
会
の
切
符
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
当
日
の
演
奏

は
気
迫
に
満
ち
た
も
の
で
、
指

揮
を
し
て
い
た
私
は
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。
会
場
に
詰
め
か

け
た
聴
衆
に
も
感
動
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
の

努
力
と
開
花
し
た
能
力
を
讃

え
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
お

り
ま
す
。

第
四
十
三
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
東
大
会

花
鬘
の
正
伝
と
い
う
資
格
は
、

小
笠
原
流
礼
法
奥
伝
に
準
ず
る

資
格
で
す
。
奥
伝
の
一
つ
上
は

準
師
範
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
取

得
す
る
の
が
難
し
い
の
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
松
本
先

生
の
お
話
で
は
、
受
験
す
る
だ

け
で
も
名
誉
な
こ
と
。
卒
業
生

の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
し
か
取
得

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

と
て
も
高
校
か
ら
聖
徳
で
礼

法
を
学
び
は
じ
め
た
私
に
は
、

手
の
届
か
な
い
も
の
と
思
い
、

ま
た
、
合
格
す
る
方
が
珍
し
い
と

周
り
の
人
に
も
言
わ
れ
、一
度
は

受
験
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
で
も
、

や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

と
思
い
、
受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。

試
験
は
、
ノ
ー
ト
、
小
論
文
、
実

技
試
験
な
ど
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

合
格
発
表
の
時
に
は
、
見
に
行

く
勇
気
が
な
か
な
か
出
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
合
格
発
表
を
見
て
き
て

く
れ
た
友
人
が
「
早
く
見
て
お
い

で
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
た
の
で
、

内
心
少
し
期
待
し
な
が
ら
見
に
行

く
と
、私
の
名
前
が
あ
っ
た
の
で

す
。
受
験
者
百
二
十
五
名
の
内
、

合
格
者
が
四
十
七
名
と
い
う
厳
し

い
試
験
で
し
た
。
正
直
、
喜
び
よ

り
も
驚
き
の
方
が
大
き
か
っ
た

で
す
。
逃
げ
ず
に
受
験
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

十
一
月
一
日（
土
）・
二
日（
日
）

の
二
日
間
、
聖
徳
学
園
創
立
七

十
五
周
年
記
念
第
二
十
六
回
聖

徳
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
学
園
創
立
七
十
五
周

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
園

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
夢
色
の
た
す

き
１
０
０
年
へ
」（
本
校
卒
業
生

の
作
品
）を
念
頭
に
テ

ー
マ
を
「『
あ
り
が
と

う
』
〜
四
百
五
十
二
人

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
と

し
ま
し
た
。
ご
来
場
い

た
だ
い
た
お
客
様
に
普

段
言
え
な
い
「
感
謝
の

心
」
を
伝
え
よ
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
ご
と

に
展
示
や
発
表
に
「
あ

り
が
と
う
」
の
気
持
ち

を
込
め
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
自
身
も
お
互
い
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
企
画
・
運
営
に
あ
た

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖

徳
祭
に
参
加
し
た
全
て

の
人
が
楽
し
く
、
ま
た
気
持
ち

良
く
終
了
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
生
徒
全
員
が
聖
徳

祭
の
準
備
や
当
日
の
活
動
を
通

し
、
相
手
を
思
う
気
持
ち
を
行

動
で
表
す
「
和
の
心
」
の
大
切

さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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合
同
運
動
会

十
一
月
三
日（
祝
）、
三
田
幼
稚

園
と
合
同
の
「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
少
し
肌
寒
い
天
気
で
し
た

が
、
校
内
は
元
気
な
園
児
や
学

生
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
に
ぎ

わ
い
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

学
生
は
園
児
た
ち
と
の
行
事
を

大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
こ
つ
こ
つ

と
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
半
月
ほ

ど
前
か
ら
、
入
口
の
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、
校
舎

の
あ
ち
こ
ち
に
か
わ
い
い
ポ
ス

タ
ー
が
貼
ら
れ
、
目
に
す
る
た

び
に
待
ち
遠
し
く
感
じ
ま
し
た
。

図
画
工
作
の
授
業
で
作
成
し
た

も
の
で
す
が
、
と
て
も
か
わ
い

く
凝
っ
て
お
り
、
学
生
の
才
能

を
感
じ
る
力
作
ば
か
り
で
し
た
。

各
ク
ラ
ス
で
分
担
し
、
廊
下
や

階
段
の
飾
り
付
け
を
し
、
一
年

生
は
教
室
を
園
児
の
遊
び
コ
ー

ナ
ー
に
変
え
て
、
手
作
り
ゲ
ー

ム
で
園
児
た
ち
を
迎
え
、
夢
の

あ
る
空
間
に
な
り
ま
し
た
。
児

童
文
化
Ⅱ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

人
形
劇
を
演
じ
、
児
童
文
化
Ⅲ

で
は
授
業
で
取
り
組
ん
だ
紙
あ

そ
び
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
や
学

外
研
修
Ⅰ
で
挑
戦
し
た
陶
芸
作

品
も
展
示
さ
れ
、
授
業
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
で
き
ま
し
た
。

二
年
生
も
全
員
参
加
で
飾
り
付

け
と
当
日
の
幼
稚
園
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
行
事

の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
行
事
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

び
、
現
場
で
即
戦
力
と
な
る
学

生
を
育
て
る
専
門
学
校
な
ら
で

は
の
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
が
自
信
と
な
り
、
素
敵

な
保
育
者
に
ま
た
一
歩
近
づ
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

小
笠
原
流
礼
法
「
花
鬘
の
正
伝
」
を
取
得
で
き
ま
し
た

聖
徳
大
学
附
属
高
等
学
校

６
年
Ｆ
組
　
小
野
萌
美

四
年
ぶ
り
、
待
望
の
出
場

は
な
か
づ
ら

し
ょ
う
で
ん
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毎
年
、
勤
労
感
謝
の
日
に
ち

な
み
、
近
隣
の
老
人
ホ
ー
ム
へ

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
よ
り
地
域
と
の
交
流
を
密
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
敬

老
の
日
前
に
幼
稚
園
代
表
と
し

て
年
長
組
が
公
共
施
設
へ
の
慰

問
を
二
日
間
に
分
け
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
九
月
八
日（
月
）は
、

あ
ず
み
苑
と
い
う
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
へ

行
き
ま
し
た
。
二
日
目
の
九
月

十
日（
水
）は
、
本
園
の
近
く
に

あ
る
永
生
会
永
生
病
院
イ
マ
ジ

ン（
在
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を

入
れ
て
い
る
施
設
）へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
じ
い
様
・
お

ば
あ
様
、
職
員
の
方
々
に
温
か

く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
に
こ
に

こ
笑
顔
の
園
児
た
ち
で
し
た
。

「
人
間
っ
て
い
い
な
」
や
、「
か

わ
い
い
魚
屋
さ
ん
」「
ふ
る
さ
と
」

の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
と

涙
を
流
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の

拍
手
を
し
て
下
さ
っ
た
り
、
そ

の
後
お
じ
い
様
・
お
ば
あ
様
と

二
人
組
に
な
り
握
手
を
し
、
自

己
紹
介
を
し
て
手
遊
び
や
肩
た

た
き
な
ど
を
行
い
、
最
後
に
サ

カ
ホ
ー
ン
を
聴
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
す
る
と
、
お
じ
い
様
・

お
ば
あ
様
か
ら
も
歌
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
、「
り
ん
ご
の
歌
」

と
、「
赤
と
ん
ぼ
」
を
歌
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
手

拍
子
を
し
な
が
ら
体
を
動
か
し

た
り
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に

一
人
ひ
と
り
の
方
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
「
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
い
て
下
さ
い
」

と
心
を
込
め
て
渡
し
ま
し

た
。
帰
り
際
に
は
「
幸
せ

だ
っ
た
わ
」「
ま
た
来
て

ね
」
と
、
バ
ス
が
見
え
な

く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て

下
さ
っ
た
り
、
涙
を
流
し

な
が
ら
、
私
た
ち
職
員
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
、
何
度

も
お
礼
を
言
っ
て
下
さ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
帰
り
の

バ
ス
の
中
で
は
「
楽
し
か

っ
た
ね
」
や
、「
ま
た
、
行

き
た
い
ね
」「
○
○
ば
あ

ば
に
、
ま
た
会
い
た
い
な
」

「
い
い
所
だ
っ
た
ね
」
な

ど
、
大
満
足
の
園
児
た
ち

で
し
た
。
優
し
い
心
、
思
い
や

る
心
が
芽
生
え
た
、
と
て
も
大

切
な
日
で
し
た
。
そ
し
て
私
た

ち
職
員
に
と
っ
て
も
心
温
ま
る

素
敵
な
日
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
様
々
な
計
画
、
訪
問
を
し
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
の
交
流

八
王
子
中
央
幼
稚
園

九
月
二
十
四
日（
水
）、
附
属

小
学
校
の
四
年
生
が
松
戸
市
立

博
物
館
で
社
会
科
見
学
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
社
会
科
見
学
は
、「
昔
の

く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
」
の
体

験
学
習
で
あ
る
と
同
時
に
、
も

う
一
つ
の
大
き
な
目
的
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
十
月
の
聖

徳
祭
に
お
け
る
学
習
展
示
発
表

の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
向
け
て
、

そ
の
た
め
の
資
料
集
め
を
す
る

こ
と
で
す
。

学
習
し
た
こ
と
や
調
べ
た
こ

と
を
レ
ポ
ー
ト
形
式
に
ま
と
め

て
発
表
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

に
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
た
ち
は
初
め
て
挑
戦

す
る
レ
ポ
ー
ト
作
り
に
意

欲
を
高
め
な
が
ら
博
物
館

に
出
発
し
ま
し
た
。

展
示
会
場
に
入
る
と
、

児
童
た
ち
の
目
が
輝
き
、

本
の
中
で
し
か
見
た
こ
と

の
な
い
昭
和
の
道
具
や
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た

光
景
、
ま
た
は
見
た
こ
と

も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
道

具
が
、
数
多
く
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
実
際
に
触

っ
て
動
か
せ
る
も
の
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
記
録
カ
ー
ド
を
手

に
、
我
先
に
と
展
示
物
を
調
査

し
ま
し
た
。

蚊
帳
の
中
に
入
っ
て
み
て
、

そ
の
様
子
を
カ
ー
ド
に
ま
と
め

た
り
、
一
生
懸
命
に
昔
の
か
ま

ど
の
絵
を
描
い
て
い
た
り
。
児

童
た
ち
は
少
し
で
も
レ
ポ
ー
ト

作
成
の
材
料
を
そ
ろ
え
よ
う

と
、
真
剣
な
眼
差
し
で
見
学
し

て
い
ま
し
た
。
学
校
に
戻
っ
た

ら
、
い
よ
い
よ
レ
ポ
ー
ト
作
り

に
初
挑
戦
で
す
。「
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
よ
」
と
口
々
に
話
す

児
童
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も

有
意
義
な
社
会
科
見
学
と
な
り

ま
し
た
。

児
童
の
提
案
で
今
年
度
よ
り
、

エ
コ
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
と
缶

の
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
は
八
百
個
集
め
る

と
開
発
途
上
国
に
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
分
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
プ
ル
タ
ブ
は
八
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
集
め
る
と
車
椅
子
一
台
と

交
換
で
き
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
を
描
い
た
り
回
収

箱
を
置
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
、

ど
ん
ど
ん
集
ま
り
始
め
、キ
ャ
ッ

プ
は
九
月
三
十
日（
火
）現
在
、

三
万
八
千
個
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
に
す
る
と

四
十
七
人
分
で
す
。
宅
急
便
で

送
る
と
す
ぐ
に
、
受
け
付
け
た

数
量
と
累
計
が
載
っ
た
フ
ァ
ッ

ク
ス
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

エ
コ
ク
ラ
ブ
は
児
童
に
と
っ

て
、
環
境
問
題
や
他
の
国
々
の

こ
と
を
考
え
る
、
と
て
も
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
素
晴

ら
し
い
の
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ
を

作
っ
た
の
が
児
童
自
身
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
児
童
た
ち
が

様
々
な
こ
と
に
自
ら
進
ん
で
取

り
組
ん
で
い
け
る
環
境
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

九
月
二
十
二
日（
月
）に
、
地

元
の
秋
山
町
会
・
団
地
の
お
年

寄
り
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、

二
年
生
と
一
緒
に
、
こ
ま
・
け
ん

玉
・
め
ん
こ
・
ビ
ー
玉
・
お
手
玉

な
ど
昔
あ
そ
び
を
た
く
さ
ん
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
児
童
た
ち
の
中
で
昔
あ
そ

び
が
大
流
行
し
、
友
達
と
仲
良

く
遊
ぶ
姿
か
ら
も
、
と
て
も
新

鮮
な
体
験
だ
っ
た
の
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
体
験
を
生
か
し
て
、
昔

あ
そ
び
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。

遊
ん
で
い
る
時
の
絵
、
感
想
や

コ
ツ
な
ど
た
く
さ
ん
書
か
れ
て

い
て
、
と
て
も
素
敵
な
カ
ー
ド

に
な
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
の
中
か
ら
、
そ
の

楽
し
か
っ
た
体
験
を
全
校
に

広
め
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ル
ー
ル
・

や
り
方
、
ポ
イ
ン
ト
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
考
え
、
ま
と
め
て
、

今
年
の
聖
徳
祭
で
、
生
活
科
の

『
昔
あ
そ
び
を
し
よ
う
』
と
い
う

単
元
を
発
表
し
ま
し
た
。

聖
徳
祭
当
日
は
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
児
童
た
ち
の

書
い
た
や
り
方
や
ポ
イ
ン
ト

を
見
て
、
お
客
様
が
挑
戦
し
楽

し
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

児
童
た
ち
の
発
表
で
多
く
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

二
年
生
の
喜
び
を
さ
ら
に
広
げ

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
充
実
し

た
聖
徳
祭
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

十
二
月
十
三
日（
土
）に
三
田

幼
稚
園
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
日
は
美
味

し
い
お
弁
当
を
持
参
し
ま
す

が
、
普
段
給
食
の
た
め
保
護
者

の
方
も
一
生
懸
命
に
お
弁
当
作

り
に
精
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
幼
稚
園
の
松
組
の
保
育
室

を
三
ク
ラ
ス
開
放
し
て
大
き
な

一
つ
の
部
屋
に
し
て
、
壁
や
天

井
に
飾
り
付
け
を
し
ま
す
。
自

分
で
製
作
し
た
帽
子
や
冠
を
被

り
、
園
児
た
ち
も
気
分
は
ク
リ

ス
マ
ス
モ
ー
ド
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。

先
生
方
と
役
員
の
お
母
様
方

で
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

保
育
室
の
照
明
を
落
と
し
、
ロ
ー

ソ
ク
の
火
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
形
に
な
る
と
園
児
た
ち
も
大

喜
び
で
す
。
そ
の
後
は
保
育
室

も
明
る
く
し
て
歌
を
歌
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
役
員
の
お

母
様
方
も
園
児
た
ち
の
た
め
に

練
習
を
重
ね
、
出
し
物
を
し
て

下
さ
い
ま
す
。
教
諭
も
寸
劇
を

し
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま

す
。
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
間

に
い
よ
い
よ
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

登
場
で
す
。
昔
は

学
園
創
立
者
の

川
並
香
順
先
生

が
リ
キ（
愛
犬
）

の
先
導
で
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
は

川
並
弘
昭
学
長
、

弘
純
副
学
園
長
、

芳
純
校
長
が
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を

し
て
下
さ
り
、
現

在
は
専
門
学
校

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
引
き
継
ぎ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
は
今
で
も
健
在
で
す
。
眉
毛

が
ポ
ロ
リ
と
落
ち
た
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
起
こ
っ
た
年
も
あ
り
、
園

児
た
ち
は
半
信
半
疑
で
あ
り
な

が
ら
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
年

は
２
０
０
７
歳
だ
っ
て
！
」
と

驚
い
た
り
、「
寒
い
北
の
国
か

ら
来
ま
し
た
よ
」
と
い
う
お
話

に
耳
を
傾
け
、「
や
っ
ぱ
り
本

物
だ
よ
、
声
が
寒
そ
う
だ
よ

（
声
が
低
い
と
言
い
た
い
の
か

も
し
れ
な
い
）」
と
園
児
の
生

の
声
を
聞
け
る
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
会
で
す
。

聖
徳
祭
昔
あ
そ
び
を
し
よ
う

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
本
当

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
？！

三
田
幼
稚
園

エ
コ
ク
ラ
ブ
が
で
き
ま
し
た

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

昭
和
の
時
代
を
体
験

四
年
生
社
会
科
見
学

リキ（愛犬）の先導でサンタクロースに扮していた川並香順先生

昨年の様子

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
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二
学
期
最
後
の
行
事
で
あ
る

も
ち
つ
き
会
。
今
年
は
十
二
月

九
日
（
火
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
古
来
の
伝
統
行
事
を
経
験

で
き
る
行
事
の
一
つ
で
園
児
た

ち
は
臼
や
杵
等
の
道
具
の
説
明

や
、
も
ち
つ
き
の
由
来
の
話
に

も
真
剣
に
耳
を
傾
け
参
加
し
て

い
ま
す
。

も
ち
つ
き
の
歌
を
歌
っ
た

り
、
も
ち
米
か
ら
お
も
ち
に
な

っ
て
い
く
様
子
に
驚
い
た
り
、

匂
い
や
、
お
も
ち
を
つ
く
音
を

聞
い
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
父
母
の
会
の
お
母

様
に
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
園

児
た
ち
が
食
べ
や
す
い
大
き
さ

に
ち
ぎ
り
、あ
ん
こ
・
き
な
こ
・

の
り
の
三
種
類
の
味
付
け
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
園
児
た
ち

は
こ
の
様
子
を
見
学
す
る
と
い

つ
も
「
お
い
し
そ
う
！
」
と
思

わ
ず
手
を
伸
ば
し
て
し
ま
う
ほ

ど
美
味
し
そ
う
な
匂
い
が
し

て
、
給
食
の
時
間
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

給
食
準
備
の
間
に
は
、
園
児

た
ち
も
実
際
に
杵
を
持
っ
て
お

も
ち
を
つ
き
、
杵
の
重
さ
や
も

ち
の
伸
び
る
様
子
を
体
で
感
じ

な
が
ら
も
ち
つ
き
の
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
園
児

た
ち
は
も
ち
つ
き
の
歌
を
歌
っ

た
り
、
杵
を
持
つ
真
似
を
し
な

が
ら
も
ち
つ
き
会
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

本
園
で
は
「
聖
徳
子
ど
も
農

園
」
で
園
児
た
ち
自
身
が
じ
ゃ

が
芋
、
さ
つ
ま
芋
を
育
て
収
穫

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
年
少
・

年
中
組
の
さ
つ
ま
芋
ほ
り
は

十
月
七
日（
火
）に
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

大
豊
作
だ
っ
た
昨
年
に
比

べ
、
残
念
な
が
ら
育
ち
は
あ
ま

り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
園
児
た
ち
は
一
個
ほ

る
ご
と
に
「
ほ
れ
た
！
ほ
れ

た
！
」
と
大
き
な
喚
声
を
あ
げ

て
大
喜
び
。
ほ
っ
た
芋
を
大
・

中
・
小
と
分
類
し
な
が
ら
箱
に

入
れ
る
姿
か
ら
、
お
家
の
方
と

の
試
食
会
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
事
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

初
め
は
大
好
き
な
さ
つ
ま
芋

が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
知

ら
な
か
っ
た
園
児
た
ち
も
、
自

分
た
ち
が
実
際
に
育
て
る
事
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
事
を
学
ん

だ
よ
う
で
す
。
芋
を
土
に
埋
め

て
伸
び
た
芽
を
根
元
か
ら
切
っ

て
苗
に
す
る
こ
と
、
畝う

ね

の
山
に

苗
を
寝
か
せ
て
植
え
る
理
由
、

葉
っ
ぱ
の
つ
け
根
か
ら
だ
ん
だ

ん
白
い
根
が
出
て
先
が
ふ
く
ら

ん
で
芋
に
な
る
こ
と
な
ど
、
自
分

の
目
で
見
て
、聞
い
て
、触
れ
る

こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

農
作
は
手
間
と
時
間
を
か
け

た
貴
重
な
体
験
学
習
で
す
。
身

体
だ
け
で
な
く
、
心
の
成
長
も

著
し
い
幼
児
期
。
い
つ
芽
が
出

る
の
か
な
？
葉
っ
ぱ
の
形
は
？

い
つ
、
ど
ん
な
花
が
咲
く
ん
だ

ろ
う
？
お
芋
い
っ
ぱ
い
で
き
る

か
な
？
そ
ん
な
園
児
た
ち
の
ワ

ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
す
る
気
持

ち
や
探
求
心
な
ど
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
体
験
を

通
し
て
豊
か
な
心
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
色
に
輝
い
た
青
空
の
十

月
十
八
日（
土
）、
第
二
回
目
の

入
園
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。年

長
児
が
役
割
り
分
担
を

決
め
て
、
切
符
売
り
場
、
改
札

係
、
列
車
係
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
待
合
室
ま
で
年
長
児
が
列

車
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ホ
ー
ル

で
園
長
先
生
と
事
務
長
の
挨

拶
の
後
、
公
開
保
育
を
見
て
い

た
だ
き
、
保
護
者
の
方
々
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。
年
少
組
は
「
う
た
と

楽
器
遊
び
」、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

と
す
ず
の
指
導
で
す
。
少
し
緊

張
気
味
だ
っ
た
園
児
た
ち
で

す
。
年
中
組
は
「
み
ん
な
で
楽

し
く
踊
ろ
う
」、
ダ
ン
ス
を
す

る
時
の
手
足
の
動
き
の
指
導

で
す
。年
長
組
は「
運
動
遊
び
」、

跳
び
箱
を
跳
び
越
す
事
が
で

き
る
ま
で
指
導
し
ま
す
。
最
後

は
隊
形
変
化
と
メ
イ
ポ
ー
ル

を
お
見
せ
し
、
た
く
さ
ん
の
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て

も
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
保
護
者
の
方
々
に
は
年

齢
別
の
動
き
、
幼
稚
園
児
の
生

活
の
一
端
を
見
て
ご
理
解
を

い
た
だ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

各
教
室
へ
の
ご
案
内
は
、
う
さ

ぎ
、
ね
こ
、
ね
ず
み
の
列
車
に

乗
っ
て
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
か

ぶ
り
物
、
ハ
ー
ト
の
腕
輪
、
動

物
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
風
船
を
お
土

産
に
貰
い
「
ま
た
、
来
る
ね
」

と
嬉
し
そ
う
に
帰
る
子
が
多

く
見
ら
れ
、
聖
徳
第
三
幼
稚

園
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
説
明

会
の
成
果
が
表
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

第
二
回
入
園
説
明
会

附
属
第
三
幼
稚
園

さ
つ
ま
芋
ほ
り

附
属
第
二
幼
稚
園

九
月
二
十
八
日(

日)

、
聖
徳

学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念
秋

季
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
屋
外
で
で
き
る
総
合
的
な

表
現
活
動
」
と
し
て
、
主
に
午

前
中
は
各
学
年
の
発
達
段
階

に
あ
わ
せ
た
園
児
た
ち
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た
、
午
後
は
父

母
や
祖
父
母
、
兄
弟
な
ど
家
族

の
方
も
楽
し
め
る
競
技
等
を

行
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
開
会
式
、
万
国
旗

が
は
た
め
く
中
、
元
気
い
っ
ぱ

い
入
場
行
進
す
る
園
児
た
ち

に
拍
手
と
声
援
を
送
る
保
護

者
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
数

十
年
前
に
自
分
も
こ
の
運
動

会
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う

親
子
二
代
の
方
々
の
顔
も
み

ら
れ
ま
し
た
。
我
が
子
の
か
け

っ
こ
や
遊
戯
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
等

ど
ん
な
思
い
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

午
後
に
は
「
こ
ん
な
に
大
き

く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
卒
園

生
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
は
卒
園
し
て
間
も
な
い
小

学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
あ
ち
こ
ち
の
保
護
者
席

か
ら
、
少
し
照
れ
な
が
ら
も
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
卒

園
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
男

女
に
別
れ
大
き
な
玉
を
列
の
間

を
転
が
し
た
り
、
頭
上
に
上
げ

た
り
す
る
競
技
で
す
が
、
先
頭

と
後
尾
に
保
護
者
と
な
っ
た
卒

園
生
が
つ
い
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
競
技
終
了
後
に
は
園

長
先
生
と
記
念
写
真
を
撮
影
し

「
園
長
先
生
、
僕
の
こ
と
覚
え
て

い
ま
す
か
？
○
○
で
す
」
と
声

を
か
け
た
り
、「
僕
、
小
中
高
の

校
歌
は
あ
ま
り
歌
え
な
い
け
ど

幼
稚
園
の
歌
は
三
番
ま
で
ち
ゃ

ん
と
歌
え
る
ん
で
す
！
」「
入

場
行
進
の
曲
変
わ
っ
て
な
い
ん

で
す
ね
」
な
ど
と
、

暫
く
は
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
せ
い
か
祖
父

母
競
技
の
参
加
者

も
多
く
、
賞
品
を

い
た
だ
き
な
が
ら

「
○
○
で
す
。
孫

が
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
」
な

ど
と
園
長
先
生
に

声
を
か
け
る
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
親
子

三
代
一
組
、
二
代

二
十
四
組
が
在
園

し
て
お
り
、
通
算

で
百
十
六
組
と
な

り
ま
し
た
。
本
当

に
嬉
し
い
こ
と
で
、

幼
稚
園
の
歴
史
を

感
じ
る
と
共
に
、
学
園
の
創
立

七
十
五
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

「
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な
子

ど
も
」
が
や
が
て
親
と
な
り
、

一
組
で
も
多
く
の
方
に
幼
稚
園

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
々
の
保
育
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た

〜
秋
季
大
運
動
会
に
て
〜

附
属
幼
稚
園

附
属
浦
安
幼
稚
園
は
、
高
層

住
宅
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
あ

り
、
小
学
校
・
中
学
校
が
隣
接
し

て
い
ま
す
。
九
月
三
十
日（
火
）

と
十
月
八
日（
水
）の
二
日
間
、

浦
安
幼
稚
園
か
ら
歩
い
て
六
分

位
の
所
に
あ
る
日
の
出
中
学
校

の
二
年
生
が
家
庭
科
校
外
実
習

と
し
て
計
六
十
五
名
の
生
徒
と

の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
中
学
生
が
到
着
す
る
と

園
児
た
ち
は
、「
お
兄
さ
ん
が
来

た
」
と
小
躍
り
し
て
玄
関
に
出

迎
え
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
に
集
合

し
て
か
ら
、
園
側
か
ら
聖
徳
学

園
の
歴
史
と
園
の
教
育
方
針
を

話
し
た
後
、
中
学
校
の
班
長
さ

ん
か
ら
「
今
日
は
、
幼
稚
園
の

子
と
遊
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
来
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り

ま
す
」
と
、
丁
寧
な
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
各

ク
ラ
ス
に
中
学
生
が
手
作
り
し

て
き
た
玩
具
で
遊
ん
だ
り
、
肩

車
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
年
長

児
と
ト
ラ
ン
プ
を
し
た
り
と
、

園
児
た
ち
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
中
学
生

は
園
児
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

や
さ
し
い
言
葉
遣
い
や
行
動
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
兄
弟

姉
妹
の
少
な
い
最
近
、
幼
稚
園

児
に
と
っ
て
、
こ
の
様
な
機
会

が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
貴
重
な

体
験
だ
と
思
い
ま
す
。

帰
り
は
、
全
園
児
で
花
道
を

作
り
、
中
学
生
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
に
「
ま
た
来
て
く
だ

さ
い
ね
」
と
声
を
か
け
た
り
、

握
手
を
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で

見
送
り
ま
し
た
。

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と

の
楽
し
い
交
流

附
属
浦
安
幼
稚
園

も
ち
つ
き
会

多
摩
中
央
幼
稚
園

お父さんお母さんになった卒園生と園長先生
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～ １月２６日（月） １月１９日（月） 

１月１６日（金）・１月１７日（土） 

中
学 

高
校 

普通科 

１月１６日（金） 前期選抜単願推薦 音楽科 

１月２８日（水） 

前期選抜併願推薦 
１月１６日（金） 前期選抜単願推薦 

後期選抜 
普通科 
音楽科 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

推薦入試 １２月０７日（日） ～ １２月０６日（土） １１月２９日（土） 
一般入試第１回 １月０６日（火） 

～ １月０６日（火） １１月２９日（土） 
一般入試第２回 １月０７日（水） 
一般入試第３回 ２月６日（金） ～ 入試日当日 １月２４日（土） 
特待入試 １月１１日（日） ～ 入試日当日 １１月２９日（土） 
推薦入試 １月９日（金） １２月１８日（木）・１２月１９日（金） 

１月１３日（火）・　１月１４日（水） 一般入試 １月１９日（月） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

平成21年度 入 試 日 程
■聖徳大学附属中学校（女子）・聖徳大学附属高等学校（女子）

■聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

一般入試第Ⅱ期 １２月６日（土） 
入試日 願書受付期間 入試区分 

～ １２月０４日（木） １１月２５日（火） 

■聖徳大学附属小学校（共学）

編
入
学 

専
攻
科 

対象 

内部推薦・一般・学士 
社会人特別 

B （日） １２月１４日 ～ （木） （火） １２月１１日 １１月２５日 

C （日） ２月２２日 ～ （木） （月） ２月１９日 ２月９日 

一般・学士・社会人特別 D （火） ３月１０日 ～ （金） （火） ３月６日 ２月２４日 

内部推薦・一般 
B （日） １２月１４日 ～ （木） （火） １２月１１日 １１月２５日 

C （日） ２月２２日 ～ （木） （月） ２月１９日 ２月９日 

一般 D （火） ３月１０日 ～ （金） （火） ３月６日 ２月２４日 

入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

■聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

最終試験 願書受付期間 事前相談（予備面談） 入試区分・日程 

前期 

後期 

後期 

前期 

後期 AO入試 １月２２日（木） ～ １月２４日（土） １月８日（木） １月２０日（火） ～ １１月１５日（土） 

B １２月２１日（日） ～ １２月１８日（木） １１月２５日（火） 

D １２月２１日（日） ～ １２月１８日（木） １１月２５日（火） 
A １月２４日（土） ～ １月２２日（木） １月０８日（木） 
B ２月８日（日） ～ ２月０６日（金） １月２６日（月） 
C ２月２８日（土） ～ ２月２６日（木） ２月９日（月） 
D ３月１４日（土） ～ ３月１２日（木） ３月２日（月） 

A １月２４日（土） ～ １月２２日（木） １月０８日（木） 
B ２月８日（日） ～ ２月０６日（金） １月２６日（月） 

２月２８日（土） C ～ ２月２６日（木） ２月９日（月） 
D ３月１４日（土） ～ ３月１２日（木） ３月２日（月） 

推
薦
入
試
・
特
別
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

一般入試 
社会人特別入試 
現職教員特別入試 

A ～ （金） （月） １２月１２日 １２月 １日 （火・祝） １２月２３日 

（日） ２月１５日 B ～ （木） （月） ２月５日 １月１９日 

（日） ３月８日 C ～ （火） （月） ３月３日 ２月１６日 

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈専門職学位課程（教職大学院の課程）〉

一般入試・社会人特別入試 
私費留学生特別入試 
※音楽文化研究科は ２/１４（土）も入試あり（２日間実施）。 

C （日） ２月１５日 ～ （火） （月） ２月１０日 １月１９日 

入試日 ※ 願書受付期間 入試区分・日程 

〈博士前期課程〉

一般・社会人入試 

※音楽文化研究科は２/１４（土）も入試あり（２日間実施）。 

C （日） ２月１５日 ～ （木） （月） ２月５日 １月１９日 

入試日 ※ 願書受付期間 入試区分・日程 

〈博士後期課程〉

入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

全学全学科統一入試 ～ （水） （水） ２月４日 １月２１日 

～ （木） （月） ２月１９日 ２月９日 

～ （木） （水） ２月１９日 １月７日 

～ （日） （金） ２５日 １月２３日 

ＡＯ入試  後期 

私費留学生特別入試 
私費留学生特別奨学生入試 
帰国子女特別入試 
社会人特別入試 

B ～ （火） （水） １月２０日 １月７日 （日） １月２５日 

C ～ （木） （火） ３月５日 ２月２４日 （火） ３月１０日 

～ （金） （水） １月１６日 １月７日 

～ （金） （火） ３月６日 ２月２４日 

～ （月） （日） ２３日 ２月２２日 
※音楽学部は２月２２日（日）のみ 

～ （日） （金） ２５日 １月２３日 
ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

（日） ２月２２日 
ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

（火） ３月１０日 
ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

※音楽学部は実技等 

公募推薦入試 

自己推薦入試 

地域特別推薦入試 

後期 

特別奨学生（科目） 

特別奨学生（センター） 

一般入試 

センタ－試験入試 

後期 

A

一般入試 

センタ－試験入試 
B

～ （水） （火） １１日 ３月１０日 
※音楽学部は３月１０日（火）のみ 

一般入試 

センタ－試験入試 
C

～ （木） （月） １２月１１日 １２月 １日 

～ （火） （水） １月２０日 １月７日 

（日） １２月１４日 

（火・祝） １２月２３日 

（日） １月２５日 

（金） ２月６日 

（日） 面接のみ １月２５日 

B ～ （金） （月） １２月１９日 １２月 １日 

※ 

※ 

※ 

※１/２５（日）地区・ターミナル試験場にて実施あり。 

冬休みの旅行はかすが荘をご利用ください！
信州春日温泉 かすが荘 長野県佐久市春日2258-1

● 平日限定宿泊プラン ●

1名様 2泊4食付 15,000円
※60歳以上のお客様限定とさせていただきます。
※このプランは2名様以上でのご利用をお願いいたします。

● 連泊プラン ●

1名様 4,200円

● 日帰りプラン ●
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講 座 名 講 師 名

以上は抜粋で、ほかにも様々な講座を開設します。 ※詳細は生涯学習課 047-365-3601までお問い合わせください。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

音楽の香りは大気の中を漂う～ひらめきと創造の世界へ～
アサーティブネス心理学 ～疲れない活き方を学ぼう

宇宙と地球２００９― 研究の最前線とその基礎

新聞が伝えたこと、伝えなかったこと― 新聞の意図と責任

ビジネスマンが読む『徒然草』
豆腐づくり
ファンタジーの魅力
スローなペースで初級英語を初めから
じっくりゆっくり英文法 ― 基礎の基礎

歌舞伎「忠臣蔵」鑑賞
相続について ―これだけは知っておきたい！

ゆっくり学ぶパーソナルカラー『似合う色、教えます！』
室鳩巣の手紙

……………………………………原　　佳大
…………………………………………………菅沼　憲治

……………………………………………………………木村　常在
………………………………野中　博史

…………………………………………………………………………………茂木・金澤
………………………………………………………………………………………………………………………川嶋　浩二

………………………………………………………………………………………………………中村　七重
………………………………………………………………腹部千代子

………………………………………………………………………青柳由紀江
………………………………………………………………………………………………花輪　茂道

………………………………………………甲斐　　聡
…………………………………山川・加藤

………………………………………………………………………………………………………………福留　真紀

新規の開講予定講座より

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

平成２０年度 冬期SOA公開講座のご案内
聖徳大学オープンアカデミー（SOA）では、冬期（Ⅲ期1～3月）にバリエーション
豊かな約160の講座を開設いたします。下記のさまざまなジャンルに多くの講座
を取り揃えておりますので、是非ご受講ください。

・開設ジャンル 語学、文学、芸術・文化、健康・スポーツ、情報・ビジネス
料理、社会・福祉、生活・環境、教育・心理、特設講座

・申込受付開始 12月11日（木）より 親子お菓子講座の様子

嬉しい特典：チェックアウト後12時まで特別室でご休憩いただけます（ご予約時にお申し付けください）

共通の特典：① 6名様以上のお客様、佐久平駅より無料にて送迎いたします。②飲み放題通常2,500円を2,000円に！

※各プランの詳細等はフロントにご確認ください。

嬉しい特典：体育館、プール、テニスコートが
無料にてご利用いただけます。

聖徳学園創立 7 5 周 年

記 念 行 事 の ご 案 内

●平成２１年

●平成２１年

2月28日（土）
聖徳大学児童学研究所「子どもの発達シンポジウム」

〈聖徳大学川並香順記念講堂〉

3月
1号館竣工

予定
（平成20年12月1日現在）

会期：平成２０年１２月２０日（土）まで 午前９時～午後５時
（休館：毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

会場：聖徳大学８号館１階ギャラリー

聖徳学園創立75周年記念特別展覧会

【お問い合わせ】

聖徳大学川並記念図書館

〒271-8555 松戸市岩瀬550番地

Tel.047-365-1111（大代）
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イトーヨーカドー イトーヨーカドー 駐輪場 

中央公園 

駐輪場 

公務公務員住宅住宅 公務員住宅 松
戸
駅 

東口 聖
徳
大
学 

市民 
プール 

▲ 

▲ 

▲ 

石段 

■聖徳大学へお越しの際は電車をご利用下さい。
松戸駅より徒歩５分（お車でのご来場はご遠慮下さい）

※イトーヨーカドー内のエスカレーター等をご利用に
なる事もできます。（５階出入口）

「源氏物語」かるた 江戸時代 「源氏物語」屏風（部分） 江戸時代

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・音楽学部（女子）・
聖徳大学短期大学部（女子）




